ま ザ.. こ > 

コ— カサスに、 一 匹の 大きな 禿鷹が いました。 仲間 

いただき 

の 者 達と 一 緒に、 高い 山の 頂 に 住んで、 小鳥 を 取つ 

ふもと けもの 

て 食べたり、 麓の 方へ 下りて きて、 死んだ 獣の 肉 を 

あさったり してい ましたが、 ある 時 ふと、 ひ よんな 考 

え を 起こしました。 

「自分 は 仲間の 誰よりも、 体が 大きく、 力が 強く、 知 

恵 も あるので、 みんなから 尊敬され ている。 そこで 一 

ふんぱつ すまい 

つ 奮発して、 みんなよりも 立派な 住居 を こしらえて、 

ぜん かま 

王様 然と 構え こんでい なくち やなるまい」 



おれ 

「俺 だ」 

そこで 禿鷹 はなお 迷いました。 そして 方々 の 山へ 

行って はたず ねました が、 どの 山 もみな 国中で 一 番高 

いのは 俺 だとい うのです。 

さあ 禿鷹 は 困って しまいました。 山 自身に 聞いても 

わからない とすれば …… 。 その 時 ふと 彼 は、 山の 神の 

こと を 思いつきました。 国中の 山の 霊 を 支配して る 山 

の 神に 聞けば、 きっと わかる にちがいない。 「だが… 

…まてよ」 と 禿鷹 は 考えました。 「国中で 一 番 高い 山 

に 巣 を 作りたい などと、 明ら さまに 言えば、 山の 神 は 

俺 を 生意気 だと 思って、 教えて くれない かも 知れない _ 



これ は 一 つ だま かして 聞く 方が よさそう だ」 

彼 は 一 人うな ずいて から、 山間の 森の 中に 山の 神 を 

おとず 

訪れました。 

「いつも 御機嫌よ ろしゅうて、 結構で ございます」 

ていねい おじぎ おうよう 

禿鷹が 丁寧に 御辞儀 をす るのに、 山の 神 は 大様に う 

なず いてみ せました。 

「うむ そして 〔# 「うむ そして」 は ママ U お前の よう 

な 者が わしの 所へ 来たの は、 何の 用 か」 

「はい、 私共 は 山の 上に 住んで おります ので、 山に つ 

いて は 何 一 つ 知らない ことはありません。 がた だ 一 つ、 

国中で どれが 一番 高い 山 だか、 それが わからないで 



一 つ 自分が 一 番 高い と言う 山はありませんでした。 

「これ は 困った。 山の 神に 言われた とみえて、 どの 山 

も へりくだって ばかりいて、 向こうの だ。 向こうの だ 

…… と言うん じゃあ、 いくら 聞いても わかりつ こない 

そうだ、 も 一度 山の 神の 所に 行って みょう」 

そこで 禿鷹 は、 山の 神の 所へ 飛んで 行きました。 

「昨日 はありが とうご ざいました。 おかげで 山の 霊 達 

は 少しもい ばら なくなりました。 けれど 困った ことに 

は、 みんな ヘリく だってば かりいて、 どれが 一番 高い 

山です かと 聞いても、 向こうの だ、 向こうの だと 答え 

ま-ねお 

るき りです。 それで どうか、 も 一度お 骨折り 下す つて 



しあん 

禿鷹 は 翌日、 思案 を 定めて、 雷の 神の 岩屋へ やって 

行きました。 

「今日はよ いお 天気の ようです が、 お休みになる ので 

す 力」 

らい われがね 

「そんな こと を 聞いて どうす るの だ」 と 雷の 神 は 破鐘 

のよう な 声で 言いました。 

「いえ、 どうもいた しません が いつも 〔# 「いたし ま 

せんが いつも」 は ママ〕 あなたが 低い 所でば か リ雷を 



鳴らして いらっしゃ るので、 お疲れに なった のじ やな 

いかと おもいまして、 へへ へ」 と 禿鷹 は 変な 笑い 方 を 

しました。 

「何 だ、 低い 所でば かり 雷 を 鳴らして るから 疲れる… 

〜」 

「私共から 見ます と、 あなたが 低い 平地の 上にば かり 

雷 を 鳴らして いら つし やる のが、 意気地な いような、 

おかしい ような 気がします 私共の ような 〔# 「気がし 

ます 私共の ような」 は ママ〕 鳥で さえ、 高い 山の 上 を 飛 

び 廻つ てるのです もの、 あなた も 一 つ 奮発して、 国中 

で 一 番 高い 山の 上に 雷 を 落として みられたら、 いかが 



そして 禿鷹 はさら に 眼 を 見張り ましたが 岩の 〔# 

「見張 リ ましたが 岩の」 は ママ U 影からで はよ く 見えな 

いので、 その 山の頂の 一番 高い 岩の 上に 飛び上がって、 

雨に 濡れながら 一 生 懸命に なって、 どこに 雷が 落ちる 

か を 見張りました。 

雨 はもう 大降りに なり、 天地 はなお 一 層 暗く ものす 

ごくな り、 高い 雲の 中には 雷が 鳴り 始めました。 と 思 

うまに、 ぴ かつと 矢の ような 光が つつ 走って 同時に 

〔# 「つつ 走って 同時に」 は ママ〕 天地 もくずる るば か 

りの 音が して …… とまで は 覚えて いました が、 それき 

り 禿 窵 は あっとい う まもなく、 息が 絶えて しまい まし 
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